
琴芝小 

実践⑨ 
西岐波みかん生産者との交流会 

実施日時 １２月１３日（金） 実施場所 教室 

対象 ３年生 指導者 栄養教諭 ・担任 ・（生産者 ） 

視点 ・食事の重要性 ・感謝の心 ・心身の健康 ・社会性 ・食文化 ・食品を選択する能力 

ねらい 
地場産物への関心をもち、郷土への理解を深めるとともに、生産者の方々の苦労や努力に

ついて知り、食物を大切にし、食物の生産に関わる人々に感謝する心を育む。 

内容 

〇 土づくりから出荷までの流れのビデオを視聴する。 

〇 生産者の講話 

  ・みかん栽培に適したところ 

  ・みかん作りの１年間 

  ・生産時の苦労・特に力をいれているところ 

  ・おいしいみかんについて 

〇 生産者との給食交流会 

児童 

の感想 

〇 おどろいた事は、つぎ木です。あと、冬にも葉があることです。1 年間あったかいとこ

ろでないと、育たないことも分かりました。学校のきゅう食で出た、にしきわみかんは

とてもおいしかったです。 

〇 これからもみかんづくりをがんばってください。 

〇 みかんの大きさで３Ｌのみかんは商品として出せないということやみかんをおいしくす

るため、ほかのみかんを切りおとすことをしりました。 

 

成果と 

課題 

〇 児童が生産者の方の話に熱心に耳を傾け聞いていた様子が印象的であった。さまざまな

道具を示しながら栽培時の苦労や工夫点について説明をしていただいたおかげで、生産

者への感謝の気持ちが育まれた。 

◯ 地元でとれる農産物やそのよさについても知ることができ、食べ物を大切にし、感謝し

ていただく気持ちも育まれたようだ。 

◯ 高齢化が進む西岐波みかん農家の方の生産意欲の向上にもつながればと願い、今後も学

校給食に取り入れながら継続していきたい。 

 


